
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科ごとの平均正答率（％） 

 国 語 算 数 理 科 

美木原小 ６５．０ ５１．０ ５２．０ 

全 国 ６６．８ ５８．０ ５９．０ 

広島県 ６９．０ ５９．０ ５７．１ 

 

 

美木原小学校だより 

    ～ ともに学び合い、未来を創る子どもの育成 ～ 

   尾道市立美木原小学校 令和７年９月１日  文責 教頭 小谷幸利 

【性暴力・セクハラ・パワハラ・体罰・いじめ等悩み相談日】 
９月１6 日（火）  
担当:教 頭 小谷 幸利  教務主任 泉 貴久   

養護教諭 山本 尚美  生徒指導主事 村上遼太郎 
※相談、困りごと等はいつでもご相談ください。 
 
【スクールカウンセラー来校日】 
９月１９日（金）  
担当：佐々木香南 先生 
※スクールカウンセラーに相談を希望される方は、教頭、
養護教諭、担任等にご連絡ください。児童だけでなく、
保護者との相談や面談も実施しています。 

 

実り多き２学期にしましょう 
夏休みが終わり、学校に元気な笑顔が戻ってきました。教室では、夏 

休みの様子を話したり、友達と元気に過ごしたりする姿が見られました。 

子ども達は心身ともに一回り大きくなったように感じられます。 

２学期は音楽発表会・修学旅行・社会見学等行事が多く、みんなで協 

力して取り組むことで、子ども達の共感力が高まり、たくましく成長で 

きる学期でもあります。取組の一つ一つを大切に積み上げ、子ども達自 

身が成長を実感できる「実り多き２学期」にしていきたいと考えています。 

しかし、子ども達への豊かな教育は、学校だけでも、家庭だけでも十分 

とは言えません。両者そして地域の力が連携し合うことで、健やかな成 

長を促すことができます。保護者・地域の皆様の御理解と御協力のもと、 

学校の教育活動の一層の充実を図って参ります。 

今学期も引き続き、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

全国学力・学習状況調査の結果報告 

４月に全国の６年生を対象に実施された「全国学力 

・学習状況調査」の結果は右の表の通りです。 

全国平均と比べ、国語科では 1.8ポイント、算数科

では 7ポイント、理科では７ポイント下回る結果とな

りました。各教科の基礎・基本の定着等、課題が見ら

れた内容があります。夏季休業中に校内・美木中学校

ブロックで結果を分析し、今後の授業改善について考

えました。２学期からの授業に生かします。 

【成果】 

・読むことの領域 全国平均を 0.8 ポイント上回りました。 

→フレームリーディング（自分のもっているフレーム（目のつけどころ）を生かしつつ、そのフ 

レームを更新したり、新たなフレームを獲得したりしながら文章のつながりを捉える読みの手 

法）により物語の大体を捉えて読む授業づくりに取り組みました。 

【課題】 

・国語科 「書くこと」の領域において、段落相互の関係に注意して文章の構成を考えること 

・算数科 比較する条件が多くなると、必要な情報を選択すること 

・理科  結果から考察・結論を言葉で表現するときに適切な言葉を選ぶこと 

【今後の取組】 

 ・ドリルタイムによる音読の充実（読解力向上、記録力向上、集中力向上等） 

・「言葉」を手がかりに、児童が見方や考え方を働かせ「伝え合う」授業づくり 

 ・短い言葉でまとめる学習や、自分の考えを必要な資料を用いて説明する指導の工夫 

１０月１８日（土）は 

音楽発表会・よつ葉祭です 

来月は、音楽発表会を行います。本

番には練習の成果をしっかりお届けで

きるように、これから約１ヶ月半、学

年ごとに練習に取り組みます。 

当日は、午前中に音楽発表会を行

い、午後からは育友会の「よつ葉祭」

が開催されます。既にバザーの物品

等、多くの方にご協力いただいており

ます。ありがとうございます。 

当日の日程については、決定次第お

知らせいたします。 

前売り券の申込〆切は 9月１０日

（水）です。 

（児童の下校は音楽発表会後の１１:

３０の予定です） 

 

 

上記のグラフは「学校アンケート（保護者）」の結果です。ご協力、ありがとうございました。 

保護者アンケートでは肯定的評価が「学校が楽しい」は８６％、「家であいさつ」は 76.2％、「思

いを伝える」は 78.5％でした。 

児童アンケートの肯定的評価は「学校が楽しい」は 81.6％で児童が下回り、「家でのあいさつ」

は 91.2％、「思いを伝える」は 86.7％で児童が上回っていました。 

また、児童アンケートでは、1 ヶ月にどの位の本を読むかの問いに、０～2 冊と答えた児童の割

合は約３２％でした。（令和６年度に０～2 冊と答えた児童の割合も約３２％でした。）引き続き「学

校まるごと図書館」として、児童の身近なところに図書や新聞を置き、手に取ることができるよう

環境づくりを進めたり、読書の時間を確保したりして取り組んでまいります。 

あいさつや伝えることは、相手や周りの人に認めてもらうことが大切だと思います。学校とご家

庭が取組や様子をしっかり共有し、子ども達に指導していきたいと思います。 

たくさんのご意見やご感想をいただきありがとうございました。全職員で共有し、今後の教育活

動に活かして参ります。 

 

１学期学校アンケート（保護者・児童）について 

  防犯カメラを設置しました 

尾道市の全小中学校に防犯カメラが設置されま

した。本校も正門・西門・児童玄関に防犯カメラ

を設置していただきました。不審者避難訓練等を

学校で行っていますが、防犯カメラを設置するこ

とで、さらに学校の安全・安心に努めてまいりま

す。ご理解よろしくお願いいたします。 

 

 

 

ルピナスさんのお話会 

7月金門縣の児童と交流 


